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その結果，1 作目に極早生品種を作付し，7 月下旬に収穫，2 作目を 8 月上旬に作付する
体系では，年間の可消化養分収量（TDN 収量）は 2201kg/10a，1 作目，2 作目とも乾物率は
約 25％以上となり，安定してサイレージ調製に適した乾物率となることが明らかになった。
＊東海大学 教授 
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これに対し，地域の慣行体系である 1 作目に早生・中生品種を作付し，8 月上旬に収穫，2
作目を 8 月中旬に作付する体系では，年間 TDN 収量は 2096kg/10a と変わらないが，2 作目
の乾物率が 18.2％とサイレージ調製に適さない水分含有率となった。そのため，九州北部の




また，二期作体系では夏季に 1 作目の収穫作業と 2 作目の播種作業が重なる期間があり，
しばしば作業競合が発生するため，省力的な栽培技術の導入が望まれている。飼料用トウモ
ロコシ 1 作あたりの栽培・収穫に要する作業時間は 4.37h/10a で，そのうち播種作業に要す












としても，10a あたりの初期個体数が 13200 本/10a と高く，飼料用トウモロコシの栽培に適
した栽植密度である 7000 本/10a に調整することができなかった。そこで，播種量の調節が
可能なように，種子ホッパー下部にある播種ロールの播種溝の数を半数に減らし，さらに飼
料用トウモロコシ種子の形状に合わせて播種溝を加工した。その結果，初期個体数は 6667



























明らかにするため，これらの関係をまずは耕起栽培で検討した。条間を 17 cm，30 cm，75 cm
の 3 水準，播種時期を 5 月または 7 月の 2 水準に設定し，被度や乾物収量を調査した。その
結果，5 月播種では条間が狭いほどスーダングラスの被度が速やかに増加し，雑草の被度も
有意に減少した。一方，7 月播種では条間 17 cm，30 cm のスーダングラス被度は同様に推
移し，75 cm でも 5 月播種より被度の増加が速く，雑草の被度はすべての条間で 5 月播種よ
りも少なくなった。気温の高い 7 月播種ではスーダングラスの成長が速く，5 月播種よりも
高い雑草抑圧効果を示したと考えられた。乾物収量は 5 月播種では条間が狭いほど高かった
が，7 月播種では条間による有意な差はなかった。以上から，スーダングラスの条播栽培で






























































改善され，乾物収量は耕起圃場では標準量の約 1.7 倍の 578kg/10a，不耕起圃場では標準量
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１作目に極早生品種を導入するとともに，播種機の改善および雑草対策の工夫によって不耕
起栽培を導入することで，これを実現した。また，主要飼料作物であるスーダングラスの不
耕起栽培システムを播種様式や雑草対策の改善を通じて開発した結果，労働時間および使用
エネルギーをかなり節約することができるようになった。さらに，水田を利用した自給飼料
生産を拡大するために湿害対策を取り上げて検討した。すなわち，水田栽培を想定した数種
の飼料作物の耐湿性を比較したところ，イタリアンライグラスが優れていることを確認した
ので，これを利用して現地試験を行った。その結果，畝たて栽培や施肥量調節が湿害対策と
して効果があることが認められたが，現地の具体的な条件に対応した対策が必要なことも明
らかとなった。以上，本研究で得られた成果は，九州地域における自給飼料の生産基盤を強
化するものであり，同地域の畜産振興に大きく貢献するものと考えられる。よって，審査委
員一同は，博士（農学）の学位を授与する価値があると判断した。 
